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　※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大

学地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

図　地圧の大きさと断層運動の関係

　図中のσvは鉛直地圧、σHは最大水平地圧、σhは最小水平地圧を表す。３方向の地圧のうち、正断層は鉛直地圧が最

も大きく、逆断層は鉛直地圧が最も小さい。横ずれ断層は鉛直地圧が最大水平地圧と最小水平地圧の間の大きさとなる。

　前々回（８月23日）のいわて防災学教室では、大

気圧と水圧を取り上げた。そこで、今回は地下の岩

盤に働く力、地圧について取り上げようと思う。

　地圧は「岩盤を構成する岩石の自重によって生じ

る圧力」と「地殻造山運動などによって生じる圧力」

が重ね合わさることで複雑な状態で存在する。これ

を専門用語では初期地圧と呼び、トンネルなどの地

下空間掘削後、初期地圧の解放と再編による圧力（こ

れを二次地圧と呼ぶ）と区別する。

　岩石の自重によって生じた圧力を鉛直地圧と呼

び、水圧と同じ式、岩石の密度（ρ）×重力加速度

（g）×深さ（h）で求めることができる（単位は

パスカル Pa）。鉛直地圧を推定する場合は、岩石の

密度に地球表層の地殻をつくる花崗岩の平均密度2.

7g/立方㌢㍍を代入することが多いので、地圧は同

じ深さの水圧と比べると2.7倍大きい（水の密度は

約１g/立方㌢㍍）。水平方向の地圧は、直交する２方

向から働く最大水平地圧と最小水平地圧を取り上げ

て扱うことが多い。最大水平地圧は、日本列島の場

合、鉛直地圧の概ね0.5倍から３倍の間に分布して

いることが原位置での計測結果から知られている。

なお、二つの水平地圧と鉛直地圧が全て等しい場合

を静水圧状態（水中と同じ状態）という。

　地圧が過度に岩盤へ働くと、岩盤は破壊され、破

壊面が形成される。この面に沿って両側が互いにず

れたとき、これを断層と呼び、内陸地震（直下型）

が発生する原因となる。また、断層のずれる方向は

鉛直地圧、最大、最小水平地圧の大小で異なる。３

方向の地圧のうち、鉛直地圧が最も大きい場合には

上盤側がずり下がり（正断層）、反対に最も小さい場

合には上盤側がのし上がる（逆断層）。また、二つ水

平地圧の間にある場合には両側のブロックが水平方

向に動く（横ずれ断層）。日本内陸域で発生した微小

地震のメカニズム（断層）を解析した結果によると、

九州地方は鉛直地圧が大きく、宮城・山形以北の東

北地方の地圧は東西方向の水平地圧が大きい傾向に

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

長島地区の改良区間の現道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　久慈市は23年度、林道橋梁類瀬

橋ほか３橋の橋梁補修詳細設計を

藤森測量設計に委託し、損傷状況

の調査や対策工の検討などを進め

ている。履行期間は12月14日まで。

今回、詳細設計を進めている４橋

に関しては、25年度の工事着手を

目指している。

　設計対象となっている林道橋梁

は、岡沢線類瀬橋（橋長20.6㍍、

Ｈ形鋼橋・塗装仕様）、岩井川線長

滝橋（25.8㍍、同）、矢野沢線舘沢

橋（10.1㍍、コンクリート橋）、矢

野沢線厚浦橋（6.5㍍、同）―の

４橋。

　４橋のうち類瀬橋は、同市山形

町内において、地区の生活道とし

ても利用されている橋梁。1977年

に架設された橋梁となっており、

支承部の腐食や伸縮装置の経年劣

化などが見られる。長滝橋では、

主桁の鋼材表面で著しい膨張が確

認されているほか、伸縮装置の腐

食、漏水による橋台の劣化などが

見られる。76年に架設された橋梁

となっている。

　今回の詳細設計では、橋梁の劣

化状況や対策工の検討、数量計算

などを進める。現時点では、23年

度に４橋の補修詳細設計を進めて

いき、25年度に補修工事を実施す

ることを想定している。

　同市では林道橋梁を計30橋管理

しており、20年度に全ての橋梁を

点検済み。今回設計に着手した４

橋は、いずれも判定区分Ⅲの早期

措置段階であることが確認されて

いる。

　同市では24年度に、同じく判定

区分Ⅲとなった明神沢線明神沢橋

（14.6㍍）、間刈沢線間刈沢橋（6.5

㍍）の２橋の補修設計を進めてい

きたい考えだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は26日付で、総合評価落札方

式（簡易２型）で実施する「二級

河川気仙川筋大畑地区ほか河川改

修工事」を公告した。申請書の提

出期限は10月４日正午で、入札は

19日に行われる。（関連７面）

　工事場所は陸前高田市竹駒町字

大畑地内ほかで、「越戸内工区」と

「大畑工区」の２工区で構成され

る。主な工事内容を見ると、越戸

内工区は延長130㍍で、パラペッ

ト（コンクリート）125立方㍍、

路体（築堤）盛土工2470立方㍍な

ど。大畑工区は施工延長175㍍で、

掘削工6800立方㍍、平ブロック張

337平方㍍、矢板工（広幅鋼矢板）

57枚などを実施する。

　工期は268日間で、予定価格は9

706万8000円。この工事はＩＣＴ

活用工事（発注者指定型）で、建

設キャリアアップシステム（ＣＣ

ＵＳ）活用モデル工事。

　気仙川の河川改修事業は15年度

の事業着手。当初は津付ダムと河

川改修の組み合わせにより治水対

策を図ることとしていたが、東日

本大震災の発生による河口部での

土地利用状況が大きく変化したこ

となどを踏まえて、河川改修によ

る治水対策に見直した。

　全体計画延長は１万2800㍍。主

な事業内容は、築堤工10万2800立

方㍍、掘削工12万1000立方㍍、護

岸工１万600平方㍍、橋梁２基な

どを実施し、30年に１回程度の確

率で発生すると考えられる洪水を

安全に流下させ、家屋等の浸水被

害を図る。

　総事業費は49億5000万円と試算

されており、22年度末現在の進捗

率（事業費ベース）は92％に達し

ている。事業期間は30年度までと

見込まれている。

　県南広域振興局土木部一関土木

センターは、主要地方道一関北上

線の平泉町長島地区で計画する道

路改良について、箱型管渠の設計

などを進めている。今年度は、補

強土壁の設計も計画する。同地区

の改良は、１、２工区に分けて事

業を進めているが、今回の補強土

壁の設計で、１工区の主だった設

計を終える見通しだ。

　長島地区の改良は、延長1960㍍、

幅員6.5（12.0）㍍が全体計画で、

21年度から29年度までの事業期間

を想定している。一関北上線と一

般県道相川平泉線との交差部の前

後が改良区間となり、区間の南側

から相川平泉線との交差部を過ぎ

た約1.3㌔を１工区、残る約0.6㌔

を２工区と位置付けて事業の推進

を図っている。総事業費は20億円

と試算されている。

　改良ルートは、現道の東側とな

る見通し。相川平泉線との交差部

より北側で現道と擦り付け、擦り

付け部から再び東側をたどる線形

を見込んでいる。

　土木センターでは、整備効果の

大きい１工区部分の作業を先行し

て進めている。21年度から１工区

の詳細設計を進め、22年度には修

正などの作業を実施した。

　現在進められている箱型函渠の

設計は、22年度内に外部委託した

もので、改良区間で町道などと交

差する部分へ設置する。２カ所を

想定しており、地質調査も行いな

がら、概要を固めていくことして

いる。

　今年度実施する補強土壁の設計

は、盛土により新たな道路を築造

していく際に必要となる補強土壁

について、法面の地質調査を行っ

た上で概要を固めていくもの。現

在、関連業務が公告中。

　公告中の案件は、補強土壁予備

設計２カ所、補強土壁詳細設計２

カ所、地質調査１式が数量となる。

このうち、予備設計業務は、対象

構造物の形式決定に当たり、構造

物計画地点の地形・地質・環境等

諸条件を踏まえ、

経済性・施工性・

景観・環境等につ

いて総合的に検討

を行い、形式を決

定するもの。詳細

設計は決定された

形式について設計

計算等を行い、施

工に必要な図書を

作成する。

　今回の外部委託

で、１工区におけ

る現段階で想定す

る設計関係の作業は終わる予定。

用地関係では、用地補償や用地測

量を進めているが、順調にいけば

来年度から１工区の用地買収に入

っていきたいとしている。

　長島地区の現状を見ると、改良

区間の近隣に長島小学校や平泉町

営球場・体育館等の公共施設があ

り、地域住民の通勤・通学にも利

用される重要な路線。一方、現在

の状況を見ると、一般県道相川平

泉線との交差部前後区間の幅員は

狭く、急カーブや急勾配が連続し、

見通しも悪い。

　区間内では交通死亡事故が発生

するなど、車両や歩行者などの安

全性が確保されていない状況にあ

り、地元などからも長年、改良を

求める要望が上がっている。

　土木センターでは現下の状況を

踏まえて、交通あい路区間や線形

不良区間を解消するため改良を計

画。安全で円滑な交通と歩行者の

安全な通行の確保を図りたいとし

ている。

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は、簡易総合評価落札方式に

より「一般国道343号耳切～梅木

地区道路現況調査業務委託」を入

札した結果、福山コンサルタント

が470万500円で落札した。履行期

限は24年３月20日までとなってい

る。

　対象区域は、陸前高田市矢作町

字耳切～同町字梅木地内。業務内

容は、委託延長1.1㌔の道路現況

調査一式。路線評価では、現況調

査結果、道路台帳図、道路交通量

センサス等を踏まえ、対象区間の

▽道路構造令への適用▽周辺の土

地利用・土地規制状況（土砂災害

危険箇所、浸水想定区域等）▽道

路利用状況（道路交通量センサス、

交通事故発生箇所等）－の状況を

確認した上で課題箇所の抽出を行

い、道路平面図を作成し課題箇所

を整理する。

　整備手法の検討は、路線評価で

抽出された課題箇所を解消するた

めの整備手法を検討し、整備にお

ける問題点・課題等を整理。受注

者が照査を実施し、報告者は業務

の成果として報告書を作成する。


